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北大水産業報

25(3)，215-229. 1974. 

東部ベーリンゲ海における海況とぺ=サケ (0.nerka)分布との関係

特に， 1973年ブリスト}¥，.湾系ペニサケの回帰異変に関する一考察*

藤井武治**増田紀義**，西山恒夫***，小林源司**，安間元帥

A Consideration on the Relation Between Oceanographic Conditions 

and Distribution of Bristol Bay Sockeye Salmon Oncorhynchuo 

nerka (Walbaum) in the Eastern Bering Sea， with Special 
Reference to its Poor Return in 1973* 

Takeji FUJllベ KiyoshiMA.SUDA柿， Tsuneo NISHlYAMA*紳，
Genji KOBAYAsm**阻 dGen ANMA料

Abstract 

The 1973 inshore run of Bristol Bay sockeye踊 lmon，O. nerka w鋪 lowe凶 h
the hi白色oryof位le抗的istiωofぬisfish. The resul旬 ofthe survey on the offsh，ω@ 
他凶bution，m品deby the T.S. 08horo M，ω"u， Faculty of Fisheri田， Hokkaido 
Univ町田.ity，also revealed the poωde回比，yofもheadult sockeye salmon inぬe
eastern Bering S帥 frommiddle J uneも0帥.rlyJuly in 1973. 
Iもisconsidered他的 thepossible re品目onofもhescarcity ofもhereturn is 
attributed to (1) the effect日 ofunfavor品hleenvironmental cond.i色ionsin marine 
life stage晶nd(2) reinforood high駒晶fisheries，in add.itionもothe曲目。luぬm泊ority
of spawne瓜 This paper aim自色0七止eaccounもofsome 000叩暗r晶，phic∞nd.iもio国
側 ac乱useofもhepoor return of BrisωlB可自ockeyes晶lmonin 1973. 
Using the data obもainedsinoo 1963， the ex旬凶ofdis位ibution，speciω 阻 d昭防
composition of Brisも01Bay salmon晶，rean品lyzedin relationもoぬe句mperaもure
姐 d自品liniも，ystructures of 仏eeastern Bering Sea. 
The obtained results品reas follow日:
(1) It wωobs唱rved位latthe w品，ter旬岨peratur唱inthe eastern Bering S帥 W鍋
1-30C lower every summer since 1970. Bristol B晶yw制品，180colder during th前
summer sea80n ofぬ.esame y倒 r.
(2) Change日ofspecies composition of s晶，lmonwere found in offshore areω: 
the proportion of 80ckeye s晶.Imonbecame relati明 lylow， where品目位1的 ofchum 
自晶lmo岨 highduring仏側唱もhr唱eye乱開. The d.istrib凶ionof chum salmon w，品目 high
duringぬesame three y回 rs. The d.i呂志ributionof chum自晶lmo岨旬ndedもoex旬nd

*北海道大学水産学部北洋水産研究施設業績第99号
本 (ContributionNo. 68 from the R回 earchInstitute of North Pac泊。 Fisheri闇， F晶cultyof 
Fisheri四， Hokkaido Univers品，y)
材北海道大学水産学部練習船おしよろ丸

柿 (TrainingShip “Oshoro Maru"， Faculty of F・i日heries，Hokkaido Universi色，y)
***北海道大学水産学部北洋水産研究施設漁業部門
事事事 (R倒 e紅白hlnsもituぬ ofNo叫hPacific Fisheri倒，F品開1もyofFi閣heri閣 HokkaidoUni刊 rsity)
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more southernly in recent ye品，rsth晶.ninm晶.nyprevious years. Therefore， both 
自ockeye姐 dchum s乱lmonare distributed evenly in the southern p品，rtof the 
帥蜘irllBering S倒， where formerly sockeye s晶Imonprevailed. 
(3) Conωirlling ぬeocean 品ge，the onω predominant 2・ye晶子oldgroup has 

graduaIly given place， sinoe 1971，もothe now predomin品nt3.ye晶r.oldgroup. In 
1973，ぬe58乱gegroup occupied only 14% of the to旬l品，gecomposiもionof Bristol 
B乱ysockeye salmon in offshore晶'reas.
(4) Judging from oceanogr晶phicstructures， the w抗erもemperatureof the 
sea紅白 wheredesωnding juveniles migrate was unusuaIly cold in 1971. It is 
supposedもhatsuch condiもionsmight品質的色 uponthe growth and survival ra句自
of the juveniles during their migration alongぬenorthern parも ofthe Alask晶
Peninsul晶.
(5) Recent 0ω叩 ographiccondiもionswhich m晶，ybring changes in the distri. 

bution，自pecie自晶nd晶gecomposition of Bri白色01Bay sockeye白色Imonin the offshore 
are品目 of the Bering Se晶 should be definiぬ，Iystudied. 

緒言

1973年度ブリストル湾系ペニサケ (0.耳0・ka)[以下ブ系ペニという]の当初来瀞量は 500-600万

尾と推定されていたが，既le盛漁期を終えた7月末の集計は推定量の半数以下である 230万尾IC止っ

た(最終集計240万尾1))。乙の来瀞量は近年の最高来瀞量 (1965年:5970万尾)の496強，最近 10年

間平均 (2116万尾)の僅か 1196強である。

ζのブ系ペニ来瀞量の大減少は，ブリストル湾沿岸漁民は勿論， 日米関の漁業問題として大波紋を

投げた。当時，アラスカ州漁業狩猟局はブ系ペニの大不漁の原因として

1. 1970-'71および '71-'72年の2冬におけるアラスカ地方の異常寒冷と

2. 日本の沖合サケマス漁業で，母船式漁業は全漁獲中5-3596のペニサケの漁獲を得ている ζと，

などをあげている (ALASKAEMPIRE， 1973-7-30)。
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Fig. 1. Locations ofもhegilIn的目的operaもedby the Oshoro Maru in summers of 1970"，  1973. 
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Fig. 4. Percentage ωmpωition of age in the 
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the Oshoro Maru inもhee品目旬rnBering Sea 
in the summers of 1970~ 1973. 

1973年A海区のペニサケ漁獲は全漁獲の 1396でありの， ζの年の北海道大学水産学部練習船おし

ょろ丸による東部ベーリング海のサケス調査においても， ブ系ペニの来瀞量が多かったとは考えられ

ず，また海況の異常が認められた。

本報告は東部ぺ{リング海における海洋調査およびサケマス流網結果について比較し， ブ系ペニの

来瀞と海況を検討した。

本調査は北太平洋漁業国際委員会の日本側科学調査船として実施され，その一部は水産庁の援助を

得て行われた。本航海に参加し，調査に協力された調査員， おしょろ丸乗組員および本学特設専攻科

学生各位11:深謝し本稿の御校闘を得た本学北洋水産研究施設辻四時美教授に深甚の謝意を表す。

調査項目および方法

1962-'72年の調査資料は既に北大水産学部海調漁試要報3)f1:発表している。 1973年の調査は従来

の調査項目および内容に準じて行われた。調査時期および調査点数は次の通りである。
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Fig. 5. Vertical section of temperature (00)品ndsalinity (ゐ)along long. 1650W in late 
June 1965. 

調査時期 6 月 13 日 ~7 月 6 日 海洋観測点 56点 流網調査点 22点

1).海洋調査

水温および塩分測定を行い，観測層は 0，10， 20， 30， 50， 75， 100， 125， 150， 200， 250， 300， 

400， 500， 600， 700， 800， 1∞0， 1200および 1500mの20層を標準とし，大陸榔斜面および陸棚
上では海底付近K接近した観測層も入れた。

2).流網調査

図11/:1970~'73 年の流網調査点を示した。使用流網はテグス網地で，網目 48~157mm の 13

種類である。各調査点で 120~135 反を使用し， 日没前1/:投網を終了し，翌朝日出後から揚網を

開始した。

3).生物調査

各反当り魚種別漁獲尾数を計測し， 無作為抽出法iとより各調査点で網目別，魚種別 30尾以上

について，体長，体重および生殖巣重量を測定し，年令査定を行った。

結 果

1).ブ系べ=の総来滋量と CPUE

図 2 は 1967~'73 年のブ系ペニの総来瀞量と東部ペーリング海におげるおしょろ丸流網調査で

網目 121および 130mm流網の平均反当尾数で得た最高値との問係を示した。おしょろ丸の平

均反当尾数の最高値はその年のブ系ペニ総来湯量と高い相闘があり， 1972および '73年のブ系ぺ

ニ来滋量の減少が沖合の反当尾数からも裏付けられている。

2). 1970~1973 年の漁獲組成

a).魚種組成

図3は各年の流網総漁獲の魚種組成を示した。季節的にみるとベーリング海南東部水域では

6月中旬から 7月上旬頃の組成ではペニサケが卓越し，シロサケ(0.keta) ，カラフトマス(0.
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late June 1971. 

g01仇lscha)およびマスノスケ (0.tschawytscha)，がみられる。ペニサケの割合は 1970年お

よび '71年には 75および 80%であるが， '72および '73年には 52および 45%と急激に

減少した。他方シロサケはぺニサケに反し '72年から漸増の傾向がみられる。 ζれは後述する

海況の中でシロサケの多い分布水域が拡大した乙とも一因と考えられるが， ペニサケ来瀞量の

-219-



北大水産象報 25(3). 1974. 

58内閣
回.1...-

O14.9 413 

ニド/
~o 

。
晶
司
4
7

nu 
R
U
 

100m 

Fig. 8. Ver色icalsecもionof旬mperature(OC) and s晶liniも，y(%0) along long. 1650W in late 
June 1973. 

絶対数の減少も反映したものであろう。 カラフトマスは低位にあって，大きな変化はみられな

い。マスノスケは極めて少なく図中で割愛した。

b).ペ=サケの年令組成

図4は流網漁獲標本によるベニザケの年令組成を示した。ブ系ペニは53'42， 52および63年

魚の割合が多く ，53あるいは 42年魚が卓越する年は来瀞量の多い傾向がみられる。 1965-'68

年は沖合でおおよび 63年魚が隔年に優勢群を形成していたが， '68年は 42年魚が優勢群で

あった。

53年魚の割合は 1970年に 7696であったが， 1971年以来， 53年魚の割合は 4096以下とな

り， '73年には 1496である。一方向年魚は '70年Il:896，その後漸増して '73年には 4396

である。 42年魚は従来から卓越群を形成した年もおしょろ丸結果では顕著に現れなかった。乙

れは網目の選択性か，時空間的な問題によるものであろう。他方52年魚は '71年以来25-4296

である。 1973年には海洋生活3年目魚 (63'52)で7796を占め，海洋生活2年目魚 (53'42)は

僅かに 2096である。 ζれは必らずしもブ系ペニの来瀞量中海洋生活3年魚の絶対数の増加を

意味するものでなく，総来湯量の激減からむしろ従来優勢群であった海洋生活2年目魚，特に

53年魚の激減を意味するものと考えられる。

3).最近のプリスト)1，.湾沖合の海況

図5，6，7および 8は1965，'69， '71および '73年6月下旬，ブリストル湾口， 1650W におけ

る水温および塩分の鉛直断面である。 1965年は 1962-'67年の20mおよび底層の平均水温平面

分布(図9および10)Il:以た年であり， 1969年はブリストル湾高水温年である。 1971および '73

年はベニサケの年令組成および魚種組成に変化がみられた年である。

1971および '73年の 1650W における水温分布は 1965および '69年K較べて 1_30C低温で

あり，底層で大陸棚上を南東方に延びる低水温域が南方に偏している。 また塩分ではアラスカン

ストリーム系の混合水である塩分32.0%0以上の水域が湾内南側Ir.偏し， その断面からブリスト
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Fig. 13. Di叫，ributionof temper抗ure(00) and salinity (ゐ) in a 20・meterlayer in the 
eastern Bering S倒 insummer of 1971. 

ル湾内への流入水域が広いとは考えられない。

図9および10は1962-'67年の20m層，および海盆部で中冷水層，大陸棚上底層の平均水温，

図11，12は1969年，図 13，14および 15，16は1971および '73年の東部ベーリング海におけ

るそれぞれ 20m層，および海盆部で中冷水層， 大陸棚上で底層の水温および塩分平面図を示し

た。

1969年夏のブリストル湾沖合における海況は温暖型であるが， 1971および'73年の水温は1962

-'67年の平均水温分布に較べて 1_30C低下しており， 同湾沖合の水温分布は湾口 (1650W)

の南北断面から推定するととができる。

図17は1963-'73年夏期のブリストル湾沖合における底水温+10Cおよび -10Cの張り出し

を経度的f(.示した。 1963-'69年までの夏期f(.はブリストル湾(ウニマック島サリチェフ岬とク

スコクイム川を結ぷ線の東部水域)内に 10C以下の低水温域の残留がみられない。特に 1967お

よび '69年は同湾沖合まで 10C以下の水塊は見られず温暖であった。しかし 1970年以降湾内底

層f(.10C以下の低水温域の残留がみられ， 1971年からは同湾沖合11:ー10C以下の低水温域がみ

られ， 1964-'66年に較ぺ 20C以上低温となり，ブリストル湾およびその沖では 1970年以降，

寒冷化の現象がみられる。

考 察

1972年以来，ブリストル湾沿岸のベニサケ来瀞量は激減し，その沖合におけるサケマス属の魚種組

成およびペニサケの年令組成が従来の組成と異なった。 また 1971年以来， ブリストル湾沖合におけ

る夏期の海況に寒冷化がみられている。

ζれらの現象は明らかにぺ系ペニの生息環境11:異変を来Tこした乙とを示唆するものと考えられ，次

の考察を行なった。
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Fig. 15. Distribution of temper抗.ure(OC) and salinity (%0) in晶 20・meぬ:r1晶yerin the 
@品自旬m Bering Se晶 in the summer of 1973. 
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Fig. 16. Distribution ofおmper抗ure(OC)晶ndsal凶ity(弘)in a dichoもhermallayerin伽
basin and at the sea boもωmof the continenもalshelf of the e品目ぬrnBering Se晶 in 
the summer of 1973. 

1).降海幼魚と海況

図18は1969年6-8月， アラスカ， オーク湾生物学研究所調査船コマンダー号とおしよろ丸

の共同調査によるペニサケ降海幼魚の分布と 6月下旬における 20m層の水温および塩分分布を

示した。湾奥部からアラスカ半島北岸にベニサケ幼魚の分布がみられる。ポートモーラー沖で摂

餌条件から一時滞留するととが考えられているのが，環境的Kアラスカ半島北岸では極めて治岸

K接近した水域で，湾内を東進するアラスカンストリーム系混合水 (32.0%0以上の塩分水)内

には幼魚の分布はみられない。との水域は沖合東進流の反流域として南西流が考えられ， アラス

カ河川水の影響を多分に持った低塩分水 (32.0%0以下)であり， 夏期11:は陸岸からの輔射熱で沖

合東進流より高温である。乙の水域はベニサケ降海幼魚の初期における生育域と考えられる。

再生産量を論議する場合，勿論親魚数量は主要な条件である (1968年ブ系ペニ湖上量は 5.2百

万尾で低位)が降海幼魚が出逢う初期の海洋条件は特K重要条件であろう。 1973年の回帰群中 53

および 42年魚は 1968および '69年の発生群で， '71年の降海群である。 ζれらがブリストル湾

で海洋生活期K入った降海期は極めて寒冷で生育域が狭少な環境におかれている。ベニザケの海

洋生活の初期，特11:1年目の成長速度は海洋における生残率と深い関連があり， 高水温は成長率

が高いのとされているととから，ブ系ペニの優勢年魚である '73年におけるおおよび42年魚の

降海期は寒冷な極めて悪条件下にあって，海洋生活期中の生残率低下および成長の遅れなど発育

成長11:大きな影響を受けているものと考えられる。

2).魚種組成
従来，東部ペーリングにおいては魚種組成と海況との聞には明確な関係がみられているの九す

なわち海盆部水域では大陸棚斜面域に沿って北上するアラスカンストリーム系混合水が570N付

近で分校して西進する水域およびその以南水域， また大陸部水域ではブリストル湾内へ東進する

混合水域にペニサケの卓越がみられ，これらの北側水域ではシロサケの割合が優勢である。
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1972および '73年のブリストル湾沖合における魚種組成は従来卓越種としてみられたペニサケ

は減少し， ζれに反しシロサケの割合が増加した。 ζれはシロサケの多い分布水域が拡大してい

るζとも一因と考えられる。 さらに 1973年ペニサケの最高漁獲を得たブリストル湾内 F.14

(56. O. N， 165. O. W)のCPUEはシロサケ (10.16尾/反)がペニサケ (7.88尾/反)より高い値

を示し，従来のようなペニサケの卓越した割合が得られなかった。 ζれはブリストル湾を含む西

部アラスカにおけるシロサケ回帰群の増加の可能性と，少なくともブ系ペニ回帰群の減少を示唆

するものである。

ζのような魚種組成は5月下旬から 6月中旬， アッツ島南西海域でみられる一般に海洋生活環

境を寒冷水域Ir.持つアヲア系サケマス回帰群の魚種組成8)と類似している。
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3).年令組成

北太平洋におけるべニサケ 3系統群の主要因帰年級魚を表llL示した。ベニサケの沖合分布は

各系統群聞に重複する水域をもちながら，それぞれ伺有の生息域がみられる町北米 (B.C)系は

アvア系に較ぺ魚体成熟が早い傾向を持ち， アヲア系は海洋生活期が長く成熟の遅い傾向を有し

ている。

ブリストル湾系はとれら 2系統群の中間11:位する属性を有し，従来53および42年魚が主要な

回帰年魚であり， 海洋生活期はむしろ北米 (B.C)系K近い環境条件， すなわちペニサケの生活

環境としては温暖型な生活水域に中心を持つ系統群と考えられる。

結 論

1970年からのブリストル湾沖合の寒冷化は，ベニサケ降海幼魚の海洋生活の初期における成長およ

び生残率に悪影響を与えている ζとが考えられ，従来の温暖型t，!環境11:適応していた卓越群 (53，42年
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魚)が劣勢となり，寒冷な環境に適応性を持つ海洋生活期の長いペニサケおよびシロサケが 1973年

のブ系サケマス回帰群の主群を形成したものと考えられる。

ζの問題は将来，ブリストル湾沖合11:.温暖期が到来した時， 今回の寒冷期における ζれらの異常現

象がみられた魚種組成およびペニサケ年令組成と比較研究する ζとは， ブ系ペニの生態学的研究およ

び産業上に重要な課題であろう。

要 約

1973年度ブ系ペニの来瀞量は大減少をきたし，ブリストル湾沿岸漁烏は勿論，日米間の漁業問題と

して大波紋を投げた。北海道大学水産学部練習船おしょろ丸は， 1673年夏期，北太平洋漁業委員会の

日本側科学調査船として，東部ペーリング海のサケマス調査および海洋調査を行った。その結果，ブ

系ペニの来湯量は少なく，海況に異変を見たので従来の調査結果と比較して次の結論を得た。

1. 1970年以来，夏期におけるブリストル湾沖合の水温分布は従来11:.比較して 1-3
0
C低下して，

寒冷化している。

2. ブリストル湾沖合におけるサケマス回帰群の魚種組成は 1972年以来，過去の組成と異なり，

ベニザケの卓越型がみられず，出現比率が低下し，他方シロサケは増加して， 両者の比率は相半

する組成となった。

3. ブリストル湾沖合のペニサヶ年令組成は， 1971年以来，従来ブ系ペニの優勢年魚としてみられ

たおの出現が激減し，他方63および 52年魚は増加の傾向がみられ， 1973年には，海洋生活3

年目魚 (63'52)で 7796を占め，海洋生活2年目魚 (53'42)は僅かに 2096である。

4. 1973年のブリストル湾沖合ペニサケ年令組成中， 53年魚は僅か 1496となった。乙の年魚の降

海期であった 1971年は前年からブリストル湾の寒冷期であり， 同湾内の水温の寒冷化， 降海幼

魚の分布水域の狭少化はペニサケ幼魚の発育生長11:.極めて重大な影響を与えたものと考えられ

る。

5. 1973年度ブ系ベニの来瀞量が激減をみたζとは， 1970年以来のブリストル湾沖合の海況にみ

られた，異常な寒冷化がブリストル湾系サケマスの生息環境Ir.異変を与えたζとが，大きとZ一因

と考えられ，将来ブリストル湾Ir.温暖期が到来した場合，乙れら異常現象のみられた魚種組成お

よび年令組成を比較研究する乙とが， ブ系ペニの生態学的研究および産業上の重要な課題であ

る。
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